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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣 カラス・ハト・アライグマ・ヌートリア 

 計画期間 令和６年度～令和８年度 

 対象地域 羽島市 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）農作物等の被害の現状（令和４年度） 

鳥獣の種類 

 

被害の現状 

品目 被害面積（ａ） 被害金額（千円） 

カラス 稲 

いも類 

果樹 

野菜 

０ 
０．０６ 
６．０６ 
６．５０ 

０ 

２．３ 

２２０ 

２５５ 

ハト 豆類 ０．０８ ２．２ 

アライグマ 果樹 

野菜 

０．４２ 
０．１０ 

１４．２ 

２．５ 

ヌートリア 水稲 

野菜 

いも類 

果樹 

２．８ 
２．１６ 
０．４１ 
０．１０ 

２５．９ 

８１．８ 

１８．９５ 

６．６ 

 

（注）主な鳥獣による被害品目、被害金額、被害面積（被害面積については、 

水産業に係る被害を除く。）等を記入する。 

 

（２）被害の傾向 

〇カラス・ハトによる被害 

育苗中や田植え後の稲、野菜、果樹等の収穫期における食害がある。また、繁殖

期には人的被害等の報告例もあり、現状において、撃退する有効な対策法が無いた

め、今後も継続的な被害の発生が予想される。 

また、市内の市街地においても糞害や鳴き声による騒音等の生活被害もある。 

○アライグマによる被害 

 果樹等の食害だけでなく、近年においては糞害や住居侵入などの生活環境への被

害が急増しており、目撃情報及び捕獲個体数も増加傾向にある為、今後さらに被害

が拡大する恐れがある。 

〇ヌートリアによる被害 

野菜等の食害は、年間通じて発生しており、水稲については、田植え後や出穂時

期に集中して食害が発生している。 

河川流域や水路付近の地域で被害が発生しやすく、繁殖力が高いことに加えて、繁

殖しやすい地理的環境であるため、今後も継続的な被害の発生が予想される。 

近年は、市街地においても目撃情報が多数寄せられ、民家への侵入も危惧される。 
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（３）被害の軽減目標 

指標 
現状値（令和４年度） 目標値（令和８年度） 

被害面積（a） 被害金額（千円） 被害面積（a） 被害金額（千円） 

カラス １２．６ ４７７．３ ６ ２３８．５ 

ハト ０．０８ ２．２ ０．０４ １．１ 

アライグマ ０．５１ １６．７ ０ ０ 

ヌートリア ５．４８ １３３．２ ２．７４ ６６．６ 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕獲等に関

する取組 

 

 

〇カラス・ハト 

羽島市猟友会に猟銃捕獲を委託。 

被害防止パンフレットの配布によ

る注意喚起。 

○アライグマ 

個人捕獲の推進（箱わなの貸出し） 

及び業者による殺処分を実施。 

被害防止パンフレットの配布によ

る注意喚起。 

〇ヌートリア 

羽島市猟友会に捕獲業務を委託。 

個人捕獲の推進（箱わなの貸出し） 

 

○カラス・ハト 

猟銃捕獲が実施できない市街地

での被害が増加している。 

○アライグマ 

農作物被害だけではなく、個人家

屋内への侵入及び糞害などの生

活環境への被害が増大している。 

○ヌートリア 

農作物残渣処理の徹底など個々

の住民による良好な生活環境づ

くりが求められる。 

 

 

 

防護柵の設

置に関する

取組 

○該当なし 

 

○該当なし 

（５）今後の取組方針 

〇農業者自身による個人捕獲、追い払い及び侵入防止等の防除の両面で、被害防止

を推進する。 

〇農業共済等の関係機関と連携し、被害状況の把握に努め、適切な防除を行う。 

〇公用地において地域、農業団体等の要望があった場合、市役所による防除も検討

する 

 
 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

〇カラス・ハトの捕獲 

捕獲を実施するにあたり、捕獲従事者には捕獲に使用する猟具（わな猟、銃器等）

に応じた免許が必要であるとともに、銃器による捕獲は、捕獲従事者のみならず駆
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除実施地域住民にも危険がともなうことから、安全面に支障をきたすことのない範

囲内で羽島市猟友会に委託して実施する。 

○アライグマの捕獲 

 東海農政局長及び中部地方環境事務所長より特定外来生物の防除についての確

認を受けており、免許非所持者であっても、適切な捕獲と安全に関する知識及び技

術を有していると認められる場合には、捕獲申請に基づき個人捕獲を実施する。 

〇ヌートリアの捕獲 

長年の捕獲経験並びに鳥獣の生態及び地元の情勢に精通している羽島市猟友会

に捕獲業務を委託して実施する。また、東海農政局長及び中部地方環境事務所長よ

り特定外来生物の防除についての確認を受けており、免許非所持者であっても、適

切な捕獲と安全に関する知識及び技術を有していると認められる場合には、捕獲申

請に基づき個人捕獲を実施する。 

 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和６年度 

～ 

令和８年度 

カラス 安全面を考慮して猟銃捕獲を実施する回数及び

場所の見直しを図る。 ハト 

アライグマ 
個人捕獲を推進するとともに、より効果的な捕獲

ができるよう指導にあたる。また、収穫物の残渣処

理を徹底するよう周知を行い、良好な生活環境づく

りを図る。 
ヌートリア 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

〇カラス及びハト 

市内全域に生息しており、猟銃捕獲を実施できる場所は限定されるが、農作物

や生活環境被害が増加しており、捕獲計画数を各々２０羽とする。 

○アライグマ 

目撃件数及び市内全域に被害が拡大しており、積極的な捕獲を行う必要がある

ため、捕獲計画数を３０匹とする。 

〇ヌートリア 

被害地域等が河川及び水路に隣接している地域に集中しており、今後も例年同

様の捕獲数が見込めるため、捕獲計画数を４０匹とする。 

 

対象鳥獣 

 

捕獲実績数 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

カラス ８ １８ ６３ 

ハト ０ ０ ２４ 
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アライグマ ２６ ３０ ３１ 

ヌートリア ２５ ３５ ２４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

該当なし  

 

４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 

 

整備内容 

     年度      年度      年度 

該当なし    

 

（２）その他被害防止に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和６年度 

～ 

令和８年度 

カラス 

ハト 

アライグマ 

ヌートリア 

〇カラス・ハトについては、被害の発生した地域

において現地調査を行い、カラスが集まる原因を

究明し、追い払い等の対策に役立てる。 

○アライグマ・ヌートリアについては、個人捕獲

を推進するため、免許非所持者が捕獲申請をする

場合には、申請者に個別の指導を行い、適切で安

全な捕獲が実施できるようにする。 

 

対象鳥獣 

 

捕獲計画数 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

カラス ２０ ２０ ２０ 

ハト ２０ ２０ ２０ 

アライグマ ３０ ３０ ３０ 

ヌートリア ４０ ４０ ４０ 

 捕獲等の取組内容 

〇個人捕獲においては、効率的な捕獲方法等の適切なアドバイスを行うとともに

収穫物の残渣処理を徹底するよう周知を行い、良好な生活環境づくりを推進す

る。 

  

〇カラス及びハトについては、猟銃捕獲が安全面から考えて実施可能な場所が限

定されてしまう為、他の方法の検討も行う。 
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５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれ

がある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関の名称 役割 

羽島市役所農政課 関係機関への情報提供及び現地調査を行う。 

岐阜地域環境室 有害鳥獣の捕獲に関する助言を行う。 

岐阜農林事務所 農作物被害防止対策に関する助言を行う。 

岐阜羽島警察署 市民の安全の確保及びパトロールを行う。 

羽島市猟友会 
有害鳥獣の生態・習性に関する情報の提供及び捕獲を行

う。 

 

 

（２）緊急時の連絡体制 
 

                   岐阜地域環境室 

通報者     羽島市      岐阜農林事務所 

                  岐阜羽島警察署 

         猟友会・委託業者 

 

６．被害防止施策の実施体制に関する事項 

 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 該当なし 

構成機関の名称 役割 

  

  

 

（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

羽島市役所農政課 関係機関への情報提供及び現地調査を行う。 

岐阜地域環境室 有害鳥獣の捕獲に関する助言を行う。 

岐阜農林事務所 農作物被害防止対策に関する助言を行う。 

岐阜羽島警察署 市民の安全の確保及びパトロールを行う。 

羽島市猟友会 
有害鳥獣の生態・習性に関する情報の提供及び捕獲を行

う。 

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

該当なし。 
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（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

該当なし 

 

 

 

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

○委託業務にて捕獲した鳥獣は原則、市が管理する斎場にて焼却処分する。  

○アライグマとヌートリアの個人捕獲は、委託業者による引取の後、市が管理す

る斎場にて焼却処分する。 

 

 

８．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

該当なし 

 

 




